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日
本
國
際
問
題
研
究
所 

領
土
・
歴
史
セ
ン
タ
〡 

令
和
三
年
度
寄
稿 

 
尖
閣
島
名
の
淵
源
（
上
） 

 
 

 
 

い
し
ゐ
の
ぞ
む
（
石
井
望
） 

長
崎
純
心
大
學
准
教
授 

〔
成
果
概
要
〕  

 

島
名
始
出
の
時
ま
で
遡
る 

 
 

 

昭
和
四
十
三
年
、
尖
閣
海
底
油
田
が
初
め
て
報
じ
ら
れ
、
翌
昭
和
四
十

四
年
（
西
暦
千
九
百
六
十
九
年
）
、
中
華
人
民
共
和
國
の
公
式
地
圖
に
は

《
尖
閣
》
二
字
が
刻
ま
れ
た
。
原
版
地
圖
を
千
葉
明
駐
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
大
使

が
藏
し
て
ゐ
る
。 

 

 

尖
閣
は
西
暦
千
八
百
四
十
五
年
に
英
國
軍
艦
が
八
重
山
パ
イ
ロ
ッ
ト
の

導
航
の
も
と
命
名
し
た
島
名
で
あ
る
。
英
國
軍
艦
の
日
誌
に
は
同
時
に

《
Ｔ
ｉ
ａ
〡
ｙ
ｕ
〡
ｓ
ｕ
》
（
釣
魚
嶼
）
な
ど
清
國
漢
字
音
の
島
名
が
記

載
さ
れ
た
が
、
も
と
は
西
暦
千
七
百
五
十
一
年
に
佛
人
ゴ
〡
ビ
ル
が
北
京

で
清
國
人
所
著
の
琉
球
地
誌
を
佛
譯
し
た
際
に
産
ま
れ
た
ロ
〡
マ
字
で
あ

る
。
ゴ
〡
ビ
ル
は
吐
噶
喇
七
島
を
も
清
國
字
音
で
記
載
し
な
が
ら
《
日
本

に
屬
す
る
》
と
注
記
し
て
を
り
、
清
國
字
音
は
清
國
領
土
を
標
示
す
る
の

で
は
な
い
。
ゴ
〡
ビ
ル
が
も
と
づ
い
た
清
國
「
中
山
傳
信
録
」
は
、
琉
球

の
程
順
則
の
「
指
南
廣
義
」
に
も
と
づ
い
て
を
り
、
全
面
的
に
琉
球
側
の

提
供
知
識
に
依
頼
し
て
ゐ
る
が
、
明
治
政
府
は
そ
の
こ
と
に
氣
づ
い
て
ゐ

な
か
っ
た
。 

 

西
暦
千
八
百
三
十
二
年
に
は
ド
イ
ツ
の
東
方
學
研
究
家
ク
ラ
プ
ロ
〡
ト

が
日
本
漢
字
音
で
釣
魚
臺
を
《
Ｔ
ｓ
ｉ
ｏ
〡
ｇ
ｈ
ｉ
ｏ
〡
ｔ
ａ
ｉ
》
と
記

載
す
る
。
こ
の
た
び
東
京
大
學
藏
本
、
國
會
圖
書
館
藏
本
を
複
製
す
る
こ

と
が
で
き
た
。 

 

西
暦
千
七
百
九
十
五
年
、
土
佐
藩
の
「
下
田
日
記
」
に
は
、
琉
球
人
が

「
中
山
傳
信
録
」
の
釣
魚
臺
を
和
語
《
い
よ
こ
ん
》
と
訓
じ
た
こ
と
を
記

録
す
る
。
《
い
よ
》
は
魚
の
古
語
で
あ
る
。
《
い
よ
こ
ん
》
と
《
こ
ば
し

ま
》
（
久
場
島
）
と
の
組
合
せ
形
式
の
起
源
は
西
暦
千
七
百
五
十
一
年
琉

球
家
譜
、
乃
至
江
戸
時
代
初
葉
に
ま
で
遡
り
得
る
。 

 

釣
魚
《
臺
》
出
現
以
前
、
釣
魚
《
嶼
》
の
最
古
の
史
料
は
西
暦
千
五
百

三
十
四
年
に
明
國
陳
侃
が
琉
球
の
役
人
の
水
先
案
内
に
よ
り
記
録
し
た
。

何
ぴ
と
が
命
名
し
た
か
未
詳
だ
が
、
早
期
の
三
つ
の
島
名
《
釣
魚
嶼
・
黄

毛
嶼
・
赤
嶼
》
は
、
後
の
琉
球
側
の
《
い
よ
こ
ん
・
こ
ば
し
ま
・
あ
か
し

ま
》
と
暗
に
符
合
す
る
。
も
と
も
と
琉
球
和
名
を
漢
文
に
譯
し
た
可
能
性

が
高
い
。 

 
こ
の
外
、
朱
印
船
時
代
の
尖
閣
島
名
に
《
ト
リ
シ
マ
》
及
び
《
レ
イ

シ
》
が
あ
る
が
、
本
寄
稿
で
は
扱
は
ず
、
別
稿
で
論
じ
る
。 

 



日本國際問題研究所 領土・歴史センター   - 2 -   令和三年度寄稿 尖閣島名の淵源（上） 

〔
詳
解
〕 

〈
昭
和
四
十
四
年
福
建
地
圖
が
《
尖
閣
》
島
名
を
記
載
〉 

 
 

 

昭
和
四
十
四
年
（
西
暦
千
九
百
六
十
九
年
）
、
國
家
測
繪
總
局
は
「
中

華
人
民
共
和
國
分
省
地
圖
」
を
製
作
し
た
。
そ
の
中
で
福
建
省
の
一
幅
に

尖
閣
諸
島
が
畫
か
れ
て
を
り
、
目
下
千
葉
明
駐
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
大
使
及
び
北

京
國
家
圖
書
館
が
收
藏
す
る
１

。
平
成
二
十
七
年
（
西
暦
二
千
十
五
年
）

二
月
二
十
三
日
、
原
田
義
昭
議
員
は
衆
議
院
預
算
委
員
會
の
質
疑
で
外
務

省
に
最
も
根
據
あ
る
史
證
と
し
て
當
該
圖
を
採
用
す
る
や
う
要
求
し
、
外

務
省
は
こ
れ
を
イ
ン
タ
〡
ネ
ッ
ト
ペ
〡
ジ
に
列
し
た
２

。 

 

こ
の
圖
は
西
暦
千
九
百
六
十
八
年
に
尖
閣
海
域
の
石
油
探
査
事
業
の
消

息
が
明
る
み
に
出
て
後
に
完
成
し
た
も
の
で
、
圖
の
枠
は
破
格
に
尖
閣
の

東
ま
で
擴
げ
ら
れ
て
を
り
、
新
國
境
線
を
主
張
す
る
か
の
如
く
だ
が
、
惜

し
く
も
圖
中
の
島
名
は
舊
來
通
り
尖
閣
と
な
っ
て
ゐ
る
（
圖
一
）
。
後
に

人
民
共
和
國
は
公
式
島
名
に
釣
魚
島
を
採
用
し
、
こ
の
圖
と
の
矛
盾
を
も

顧
み
ず
に
《
日
本
は
釣
魚
島
を
尖
閣
列
島
と
改
名
し
た
》
と
し
て
ゐ
る

３

。 
 

                                        

        

 

１ 

北
京
國
家
圖
書
館
に
二
幅
を
藏
す
る
。
認
證
番
號
は
そ
れ
ぞ
れ

9
1
2
0
0
1
0
1
0
1
9
8

及
び0

0
9
1
2
7
6
8
5

、
附
註
に
《
秘
密
級
圖
》
と
す
る
。  

２ h
ttp

s://w
w

w
.m

o
fa.g

o
.jp

/m
o
faj/area/sen

k
ak

u
/p

d
fs/sen

k
ak

u
.p

d
f 

３ 

國
家
海
洋
信
息
中
心
「
釣
魚
島
、
中
國
的
固
有
領
土
」
、
海
洋
出
版

                    

圖
版
一 

中
國
測
繪
總
局
「
分
省
地
圖
」
尖
閣
群
島
張
り
出
し
の
部
分
。 

平
成
二
十
七
年
三
月
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
〡
ス
よ
り
。 

                                        

                                        

                                  

 

社
、
平
成
二
十
四
年
九
月
。 
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こ
の
圖
を
研
究
す
る
際
、
三
側
面
に
焦
點
を
あ
て
る
必
要
が
あ
る
。
第

一
に
人
民
共
和
國
は
如
何
に
し
て
海
底
油
田
の
消
息
を
早
期
に
入
手
し
た

か
。
第
二
に
諸
家
の
尖
閣
海
域
地
圖
中
で
歴
來
國
境
線
は
ど
う
だ
っ
た

か
。
第
三
に
こ
の
圖
の
尖
閣
島
名
は
如
何
に
し
て
産
ま
れ
た
か
。
本
稿
は

先
づ
第
三
の
問
題
即
ち
島
名
史
を
論
じ
る
。
目
的
は
近
年
か
の
國
に
よ
る

歴
史
捏
造
を
指
摘
す
る
こ
と
に
在
り
、
島
名
を
以
て
主
權
を
定
め
る
こ
と

を
意
圖
し
な
い
。 

 

〈
八
重
山
人
の
導
引
下
で
産
ま
れ
た
尖
閣
の
名
〉 

 
 

 

昭
和
四
十
四
年
地
圖
よ
り
以
前
、
大
正
九
年
（
西
暦
千
九
百
二
十
年
）

に
中
華
民
國
駐
長
崎
總
領
事
が
八
重
山
の
尖
閣
と
呼
ん
だ
こ
と
は
著
名
で

あ
る
。
さ
ら
に
清
國
使
節
傅
雲
龍
（
ふ
う
ん
り
ゅ
う
）
が
明
治
二
十
二
年

（
西
暦
千
八
百
八
十
九
）
年
に
刊
行
し
た
「
游
歴
日
本
圖
經
」
日
本
地
理

六
《
島
表
》
に
《
尖
閣
郡
》
の
名
が
見
え
る
。
尖
閣
群
（
島
）
か
ら
の
誤

記
と
考
へ
ら
れ
る
。 

 

さ
ら
に
遡
れ
ば
西
暦
千
八
百
四
十
五
年
六
月
中
旬
、
英
軍
ベ
ル
チ
ャ
〡

船
長
の
サ
マ
ラ
ン
艦
が
尖
閣
を
探
査
し
、
航
海
録
は
西
暦
千
八
百
四
十
八

年
に
刊
行
さ
れ
た
４

。
そ
の
中
の
《
Ｐ
ｉ
ｎ
ｎ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ
》
（
屋
上
の
尖

                                        

        

 

４ 

「N
arrativ

e o
f th

e v
o
y
ag

e o
f H

. M
. S

. S
am

aran
g
, d

u
rin

g
 th

e y
ears 

1
8
4
3

-4
6

」
、E

d
w

ard
 B

elch
er

著
、B

en
h

am
 an

d
 R

eev
e

刊
、
西
暦
千
八

百
四
十
八
年
版
第
三
百
十
五
至
三
百
二
十
頁
。 

塔
）
が
尖
閣
命
名
の
元
で
あ
る
。 

 

航
海
録
で
は
《
Ｈ
ｏ
ａ
〡
ｐ
ｉ
ｎ
〡
ｓ
ａ
ｎ
》
（
和
平
山
、
花
瓶
山
、

今
の
魚
釣
島
）
に
つ
い
て
述
べ
て
曰
く
、 

 
 

《
八
重
山
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
若
干
名
は
、
こ
の
島
名
を
以
て
は
知
ら
な 

 
 

か
っ
た
》 

と
。
ま
た
曰
く
、 

 
 

《
今
ま
で
こ
の
附
近
の
充
當
地
名
の
認
定
は
倉
卒
に
過
ぎ
た
》 

と
（
圖
版
二
）
。
こ
れ
は
八
重
山
の
案
内
人
が
《
Ｈ
ｏ
ａ
〡
ｐ
ｉ
ｎ
〡
ｓ

ａ
ｎ
》
で
な
く
地
元
の
島
名
で
尖
閣
を
認
識
し
て
ゐ
た
こ
と
を
示
す
。
認

定
を
急
ぎ
過
ぎ
た
と
は
、
地
元
島
名
を
正
式
認
定
す
べ
き
だ
と
の
意
で
あ

る
。
八
重
山
こ
そ
が
尖
閣
の
所
在
地
區
だ
と
、
英
國
の
將
軍
ら
が
認
識
し

た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

 

し
か
し
北
京
清
華
大
學
の
劉
江
永
氏
ら
は
、
文
中
の
《
知
ら
な
か
っ

た
》
の
語
だ
け
を
切
り
取
っ
て
《
八
重
山
人
は
尖
閣
を
知
ら
な
か
っ
た
》

と
の
虚
構
を
内
外
に
散
布
し
、
國
家
海
洋
局
の
釣
魚
島
特
設
サ
イ
ト
に
採

用
さ
れ
て
ゐ
る
５

。 

                                          

        

 

５ 

劉
江
永
《
日
本
官
方
承
認
釣
魚
島
屬
於
中
國
之
證
據
考
》
、
「
國
際
政

治
科
學
」
、
平
成
二
十
八
年
（
西
暦
二
千
十
六
年
）
第
二
期
。 
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圖
版
二 

E
d
w

ard
 

B
elch

er

「N
arrativ

e 
o
f 

th
e 

v
o
y
ag

e 
o
f 

H
. 

M
. 

S
. 

S
am

aran
g

」
第
一
册
、
第
三
百
十
五
頁
、
西
暦
千
八
百
四
十
八
年
、

B
en

h
am

 an
d
 R

eev
e

刊
。 

 

   

こ
の
時
、
サ
マ
ラ
ン
艦
は
チ
ャ
イ
ナ
人
を
通
事
と
し
て
伴
っ
て
ゐ
た
こ

と
を
記
録
し
て
ゐ
る
６

。
國
外
の
唐
人
で
あ
ら
う
。
同
一
の
船
中
に
八
重

山
人
と
唐
人
と
が
あ
り
、
八
重
山
人
が
尖
閣
海
域
を
導
引
し
、
唐
人
は
尖

閣
に
つ
い
て
何
も
し
な
か
っ
た
。
こ
の
唐
人
は
自
然
と
船
が
八
重
山
人
の

水
先
案
内
で
尖
閣
に
往
っ
た
事
實
を
目
睹
し
、
必
然
尖
閣
は
八
重
山
文
化

圏
内
の
島
だ
と
理
解
し
た
で
あ
ら
う
。
サ
マ
ラ
ン
號
は
清
國
領
土
に
近
づ

か
な
い
原
則
で
航
行
し
て
ゐ
た
が
７

、
八
重
山
の
北
に
遠
か
ら
ざ
る
處
に

清
國
の
領
土
が
存
在
す
る
と
は
、
こ
の
唐
人
も
萬
に
一
つ
も
思
ひ
寄
ら
な

か
っ
た
だ
ら
う
。 

 

八
重
山
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
案
内
の
も
と
で
英
國
海
軍
が
南
北
小
島
に
《
Ｐ

ｉ
ｎ
ｎ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ
》
と
名
づ
け
、
後
の
人
が
そ
こ
か
ら
尖
閣
と
譯
し
た
。

現
存
資
料
で
は
日
本
海
軍
「
臺
灣
水
路
誌
」
（
明
治
六
年
、
西
暦
千
八
百

七
十
三
年
刊
、
柳
楢
悦
編
）
に
尖
閣
の
名
が
最
も
早
く
見
え
る
。
こ
の
書

は
日
本
を
離
れ
て
か
ら
臺
灣
ま
で
の
航
路
を
記
述
し
た
も
の
で
、
臺
灣
島

南
岸
わ
づ
か
十
五
キ
ロ
メ
〡
ト
ル
に
位
置
す
る
七
星
岩
を
載
せ
な
い
た

                                        

        

 

６ 

西
暦
千
八
百
四
十
八
年
版
第
三
百
二
十
一
頁
。 

７ 

詳
し
く
は
、
い
し
ゐ
の
ぞ
む
「
尖
閣
反
駁
マ
ニ
ュ
ア
ル
百
題
」
、
第
三

百
六
十
七
頁
、
集
廣
舍
、
平
成
二
十
六
年
。 



日本國際問題研究所 領土・歴史センター   - 5 -   令和三年度寄稿 尖閣島名の淵源（上） 

め
、
臺
灣
附
屬
島
嶼
の
範
圍
を
記
述
す
る
書
で
は
な
い
と
分
か
る
８

。
日

本
か
ら
臺
灣
ま
で
の
航
路
で
は
七
星
岩
を
經
由
し
な
い
か
ら
記
載
し
な
い

の
で
あ
る
。 

 

の
ち
に
明
治
三
十
四
年
（
西
暦
千
九
百
一
年
）
の
清
國
「
新
譯
中
國
江

海
險
要
圖
誌
」
卷
十
一
（
英
文
原
卷
五
下
）
で
は
、
南
北
小
島
の
英
文
Ｐ

ｉ
ｎ
ｎ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ
群
島
を
《
衆
尖
島
》
と
譯
す
（
圖
版
三
）
。
こ
の
衆
尖

島
も
ま
た
八
重
山
人
が
水
先
案
内
し
た
結
果
と
し
て
産
ま
れ
た
島
名
か
ら

の
譯
名
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
喚
起
す
べ
き
は
、
書
目
に
《
中
國
》
と
言

ひ
な
が
ら
書
中
に
は
呂
宋
等
外
國
を
含
ん
で
ゐ
る
。 

 

                                                     

        

 

８ 

詳
細
は
鄙
著
《
歐
洲
史
料
尖
閣
獺
祭
録
》
第
二
十
二
囘
及
び
二
十
三

囘
、
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日
及
び
三
十
一
日
、
「
八
重
山
日

報
」
。 

       

圖
版
三 

陳
壽
彭
「
新
譯
中
國
江
海
險
要
圖
誌
」
卷
十
一
（
英
文
原
卷
五

下
）
の
《
衆
尖
島
》
。
底
部
に
衆
、
頂
部
に
尖
島
。
經
世
文
社
刊
、
封
紙

背
に
光
緒
二
十
七
年
（
西
暦
千
九
百
一
年
）
と
署
す
。
國
會
圖
書
館 

5
5
8
.7

-I1
4
7
tT

。 
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普
通
名
詞
と
し
て
の
Ｐ
ｉ
ｎ
ｎ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ
は
、
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
氏
「
英

華
字
典
」
（
明
治
元
年
、
香
港
デ
イ
リ
〡
プ
レ
ス
社
刊
）
第
千
三
百
十
九

頁
に
尖
閣
と
譯
さ
れ
て
ゐ
る
（
圖
版
四
）
。
傍
ら
に
廣
東
字
音
《
Ｔ
ｓ
ｉ

ｍ 

Ｋ
ｏ
ｋ
》
も
注
し
て
あ
る
。 

 

《
閣
》
は
二
層
の
樓
も
し
く
は
樓
上
の
小
室
を
指
し
、
東
ア
ジ
ア
通
用

の
漢
文
で
あ
る
が
、
廣
東
で
は
特
に
日
常
に
頻
出
し
、
語
尾
を
附
し
て

《
閣
仔
》
と
も
呼
ぶ
。
雜
誌
ペ
ン
ト
ハ
ウ
ス
も
香
港
流
儀
で
《
閣
樓
》
と

譯
さ
れ
て
ゐ
る
。 

 

他
の
同
時
代
の
字
典
に
塔
尖
や
尖
頂
な
ど
の
譯
語
は
有
る
が
、
《
尖

閣
》
は
見
つ
か
ら
な
い
。
明
治
六
年
「
臺
灣
水
路
誌
」
編
者
は
ロ
プ
シ
ャ

イ
ト
氏
香
港
原
版
で
英
語
を
學
ん
だ
可
能
性
が
高
い
９

。 

                                             

        

 

９ 

後
に
明
治
十
二
年
刊
津
田
仙
「
英
華
和
譯
字
典
」
は
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
氏

原
書
に
も
と
づ
き
編
纂
さ
れ
、
同
じ
く
普
通
名
詞
Ｐ
ｉ
ｎ
ｎ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ
の

譯
語
尖
閣
を
收
録
す
る
。
詳
し
く
は
《
尖
閣
は
中
国
語
だ
っ
た
、
デ
ジ
タ

ル
化
史
料
で
読
む
尖
閣
命
名
と
翻
訳
の
歴
史
》
、
犬
大
將
著
、
平
成
２
５

年
７
月
４
日
、
イ
ン
タ
〡
ネ
ッ
ト
《
Ｋ
ｉ
ｎ
ｂ
ｒ
ｉ
ｃ
ｋ
ｓ 

Ｎ
ｏ
ｗ
》

掲
載
。 

h
ttp

://k
in

b
rick

sn
o
w

.co
m

/arch
iv

es/5
1
8
6
3

4
4
5
.h

tm
l 

           

圖
版
四 

 

ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
（R

o
b
sch

eid

） 

「
英
華
字
典
」
、 

明
治
元
年
、
香
港
デ
イ
リ
〡
プ
レ
ス
社
。 

第
三
册
、
第
千
三
百
十
九
頁
、 

Ｐ
ｉ
ｎ
ｎ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ
を
尖
閣
と
譯
す
。 

       

http://kinbricksnow.com/archives/51863445.html
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〈
西
暦
千
八
百
四
十
五
年
の
釣
魚
嶼
の
名
は
琉
球
側
か
ら
〉 

 
 

 
Ｐ
ｉ
ｎ
ｎ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ
以
外
に
ベ
ル
チ
ャ
〡
は
ま
た
《
Ｈ
ｏ
ａ
〡
ｐ
ｉ
ｎ

〡
ｓ
ａ
ｎ
》
と
《
Ｔ
ｉ
ａ
〡
ｙ
ｕ
〡
ｓ
ｕ
》
を
記
載
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
釣

魚
嶼
と
花
瓶
山
の
清
國
北
方
官
話
音
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
宣
教
師
ゴ
〡
ビ

ル
の
擬
音
よ
り
出
る
。 

 

ゴ
〡
ビ
ル
は
長
期
間
清
國
北
京
で
布
教
し
、
そ
の
間
に
徐
葆
光
の
「
中

山
傳
信
録
」
を
フ
ラ
ン
ス
文
に
譯
し
て
パ
リ
に
送
っ
た
。
西
暦
千
七
百
五

十
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中
の
琉
球
圖
で
は
官
話
音
で
《
Ｈ
ｏ
ａ
〡

ｐ
ｉ
ｎ
〡
ｓ
ｕ
》
、
《
Ｔ
ｉ
ａ
ｏ
〡
ｙ
ｕ
〡
ｓ
ｕ
》
、
《
Ｈ
ｏ
ａ
ｎ
〡
ｏ

ｕ
ｅ
ｙ
〡
ｓ
ｕ
》
（
黄
尾
嶼
）
及
び
《
Ｔ
ｃ
ｈ
ｅ
〡
ｏ
ｕ
ｅ
ｙ
〡
ｓ
ｕ
》

（
赤
尾
嶼
）
等
の
那
覇
福
州
間
の
島
名
を
記
載
し
て
を
り
、
歐
洲
の
地
理

學
界
で
ひ
ろ
ま
り
始
め
た
１
０

。 

 

徐
葆
光
の
記
載
で
こ
れ
ら
の
島
嶼
は
西
か
ら
東
へ
直
線
的
に
列
せ
ら
れ

る
の
み
で
、
臺
灣
北
方
諸
島
と
尖
閣
諸
島
と
が
そ
れ
ぞ
れ
一
群
を
成
し
て

分
か
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
徐
氏
は
理
解
し
て
ゐ
な
い
。
ゴ
〡
ビ
ル
は
更
に
早

期
の
琉
球
録
諸
本
を
も
參
照
し
て
ゐ
る
が
、
や
は
り
辨
別
で
き
ず
、
花
瓶

嶼
と
釣
魚
嶼
と
を
一
緒
に
描
き
、
黄
尾
嶼
を
そ
こ
か
ら
遠
く
に
置
い
て
ゐ

る
。
こ
れ
以
後
歐
洲
の
諸
家
は
み
な
ゴ
〡
ビ
ル
系
列
の
地
圖
を
依
據
と

                                        

        

 

１
０ 

詳
細
は
鄙
著
《
歐
洲
史
料
尖
閣
獺
祭
録
》
第
一
囘
、
平
成
二
十
八
年

一
月
十
四
日
、
「
八
重
山
日
報
」
。 

し
、
ラ
ペ
ル
〡
ズ
に
至
る
。 

 

西
暦
千
七
百
八
十
七
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
航
海
者
ラ
ペ
ル
〡
ズ
は
遠
く
東

ア
ジ
ア
に
航
海
し
、
著
名
な
紀
行
「
ラ
ペ
ル
〡
ズ
航
海
錄
」
を
の
こ
し
た

１
１

。
尖
閣
に
到
達
し
た
際
に
は
島
形
を
描
き
、
緯
度
を
計
測
し
て
ゐ

る
。
ま
た
臺
灣
島
以
東
の
諸
島
は
尖
閣
を
含
め
全
て
琉
球
に
屬
す
る
と
し

た
。
ラ
ペ
ル
ー
ズ
の
手
元
で
は
ゴ
〡
ビ
ル
系
列
の
地
圖
を
依
據
と
し
て
を

り
、
幾
分
か
惑
ひ
つ
つ
も
《
Ｈ
ｏ
ａ
〡
ｐ
ｉ
ｎ
〡
ｓ
ｕ
》
を
魚
釣
島
に
擬

し
、
《
Ｔ
ｉ
ａ
ｏ
〡
ｙ
ｕ
〡
ｓ
ｕ
》
を
久
場
島
に
擬
し
て
ゐ
る
１
２

。
そ

れ
以
後
ラ
ペ
ル
〡
ズ
の
計
測
位
置
は
歐
洲
の
地
理
學
の
主
流
と
な
る
。
西

暦
千
八
百
四
十
五
年
に
ベ
ル
チ
ャ
〡
が
も
と
づ
い
た
兩
島
名
は
ま
さ
に
ラ

ペ
ル
〡
ズ
系
列
に
屬
す
る
。 

 

ゴ
〡
ビ
ル
が
も
と
づ
い
た
徐
葆
光
の
「
中
山
傳
信
録
」
は
、
全
面
的
に

琉
球
の
大
夫
程
順
則
が
提
供
し
た
地
圖
・
官
制
・
針
路
等
の
情
報
に
頼
っ

て
撰
せ
ら
れ
た
（
卷
一
及
び
卷
四
、
卷
五
に
見
え
る
）
。
徐
氏
が
尖
閣
航

路
を
記
述
す
る
際
も
西
暦
千
七
百
八
年
の
程
順
則
「
指
南
廣
義
」
所
載
の

《
釣
魚
臺
》
の
名
を
採
用
し
て
ゐ
る
（
卷
一
及
び
卷
四
に
見
え
る
）
。 

                                        

        

 
１
１ 

《V
o
y
ag

e d
e L

a P
éro

u
se

》
。
詳
し
く
は
鄙
著
《
歐
洲
史
料
尖
閣
獺

祭
録
》
第
三
囘
、
平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
一
日
、
「
八
重
山
日
報
」
。 

１
２ 

詳
し
く
は
、
い
し
ゐ
の
ぞ
む
「
尖
閣
反
駁
マ
ニ
ュ
ア
ル
百
題
」
、
第

三
百
九
十
九
頁
。 
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程
順
則
以
前
、
釣
魚
臺
は
も
と
釣
魚
嶼
に
作
り
、
最
も
早
い
記
録
は
西

暦
千
五
百
三
十
四
年
の
明
國
陳
侃
「
使
琉
球
錄
」
で
あ
る
。
陳
侃
の
記
述

に
よ
れ
ば
、
福
州
出
航
前
に
琉
球
航
路
の
知
識
が
無
く
困
惑
し
て
ゐ
た

時
、
琉
球
側
が
福
州
ま
で
使
者
を
派
し
て
迎
へ
た
。
陳
侃
は
大
い
に
三
度

喜
び
、
や
っ
と
琉
球
の
官
員
の
導
航
下
で
出
航
し
、
航
路
上
で
釣
魚
嶼
を

記
載
し
た
の
で
あ
る
。 

 

島
名
の
沿
革
を
通
觀
す
れ
ば
、
西
暦
千
五
百
三
十
四
年
陳
侃
の
釣
魚
嶼

か
ら
、
千
七
百
八
年
程
順
則
の
釣
魚
臺
を
經
て
、
更
に
徐
葆
光
、
ゴ
〡
ビ

ル
、
ラ
ペ
ル
〡
ズ
を
經
て
、
ベ
ル
チ
ャ
〡
が
八
重
山
人
の
導
航
下
で
Ｐ
ｉ

ｎ
ｎ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ
を
命
名
す
る
ま
で
、
全
て
琉
球
情
報
に
頼
っ
て
ゐ
る
。
そ

こ
か
ら
分
か
る
の
は
、
尖
閣
諸
島
は
古
來
琉
球
文
化
圏
に
屬
し
、
英
國
、

佛
國
、
清
國
、
明
國
の
歴
代
人
物
は
み
な
脇
役
に
過
ぎ
な
い
。 

 

明
治
十
八
年
、
日
本
政
府
が
尖
閣
諸
島
を
調
査
す
る
前
、
沖
繩
縣
令
西

村
捨
三
は
政
府
に
報
告
を
提
出
し
、
《
清
國
の
「
中
山
傳
信
録
」
は
既
に

釣
魚
臺
と
命
名
し
て
ゐ
る
》
と
し
た
１
３

。
西
村
氏
が
氣
づ
か
な
か
っ
た

の
は
、
「
中
山
傳
信
録
」
卷
一
の
《
針
路
》
條
で
採
用
さ
れ
た
釣
魚
臺
の

「
指
南
廣
義
」
は
、
琉
球
人
程
順
則
の
著
作
な
の
で
あ
る
。
鹿
兒
島
史
家

                                        

        

 

１
３ 

《
久
米
赤
島
外
二
島
取
調
ノ
儀
二
付
上
申
》
（
官
房
甲
第
三
十
八
號

別
紙
甲
號
第
三
百
十
五
號
）
、
外
務
省
外
交
史
料
館
藏
「
帝
國
版
圖
關
係

雜
件
」
一-

四-

一-

七
。 

伊
地
知
貞
馨
の
「
沖
繩
志
」
卷
一
で
も
「
中
山
傳
信
録
」
か
ら
「
指
南
廣

義
」
釣
魚
臺
針
路
を
重
引
し
な
が
ら
、
や
は
り
作
者
が
程
順
則
だ
と
は
注

記
し
て
ゐ
な
い
１
４

。
「
指
南
廣
義
」
は
福
州
で
出
版
さ
れ
、
日
本
國
内

の
藏
本
は
極
め
て
稀
覯
の
た
め
、
西
村
氏
は
作
者
が
琉
球
の
著
名
人
程
順

則
だ
と
は
知
ら
ず
、
釣
魚
臺
を
清
國
人
の
命
名
だ
と
勘
違
ひ
し
た
の
で
あ

ら
う
。
明
治
政
府
の
杞
憂
は
毫
厘
千
里
の
差
が
招
い
た
と
言
へ
る
。 

 

〈
魚
釣
島
の
別
名
《
和
平
山
》
の
語
源
〉 

 

尖
閣
魚
釣
島
は
明
治
政
府
官
製
地
誌
中
に
今
一
つ
の
島
名
《
和
平
山
》

が
あ
る
。
《
Ｈ
ｏ
ａ
〡
ｐ
ｉ
ｎ
〡
ｓ
ａ
ｎ
》
に
充
て
た
清
國
音
漢
字
で
あ

り
、
も
と
は
江
南
製
造
局
官
製
「
海
道
圖
説
」
に
見
え
る
１
５

。
こ
の
書

は
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
キ
ン
グ
「
Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ａ 

Ｐ
ｉ
ｌ
ｏ
ｔ
」
第

四
版
（
西
暦
千
八
百
六
十
四
年
刊
）
の
英
文
を
譯
改
し
て
成
り
、
第
九
卷

臺
灣
の
中
に
尖
閣
及
び
《
巴
西
列
島
》
（
バ
シ
〡
列
島
）
の
《
伊
亞
米

島
》
（
ヤ
ミ
島
）
を
記
載
す
る
。
臺
灣
附
屬
島
嶼
だ
け
に
限
定
さ
れ
た
卷

で
は
な
い
。 

 

「
海
道
圖
説
」
の
他
卷
で
は
、
英
語
か
ら
漢
字
に
還
元
さ
れ
る
清
國
内

僻
地
名
が
多
い
。
Ｔ
ａ
ｅ 

Ｉ
ｓ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ｓ
は
《
臺
山
列
島
》
、
Ｓ
ｅ

                                        

        

 

１
４ 

伊
地
知
貞
馨
「
沖
繩
志
」
、
重
野
安
繹
校
、
明
治
十
年
石
川
氏
刊
本
。 

１
５ 

詳
細
は
鄙
著
《
歐
洲
史
料
尖
閣
獺
祭
録
》
第
二
十
八
囘
、
平
成
二
十

八
年
四
月
二
十
六
日
、
「
八
重
山
日
報
」
。 
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ｖ
ｅ
ｎ 

Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｓ
は
《
七
星
山
》
、
Ｐ
ｉ
ｈ 

Ｑ
ｕ
ａ
ｎ
は
《
北
關

港
》
、
Ｎ
ａ
ｍ 

Ｑ
ｕ
ａ
ｎ
は
《
南
關
港
》
な
ど
、
譯
者
が
清
國
の
地
誌

と
對
照
し
て
還
元
し
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

し
か
し
キ
ン
グ
氏
原
書
の
尖
閣
の
《
Ｈ
ｏ
ａ
〡
ｐ
ｉ
ｎ
〡
ｓ
ｕ
》
（
花

瓶
嶼
）
及
び
《
Ｔ
ｉ
〡
ａ
〡
ｕ
ｓ
ｕ
》
（
釣
魚
嶼
）
に
就
い
て
「
海
道
圖

説
」
は
還
元
せ
ず
《
和
平
山
》
《
低
牙
吾
蘇
》
な
ど
の
音
譯
字
を
充
て
て

を
り
、
清
國
内
と
す
る
認
識
は
全
く
無
い
。 

 

〈
ロ
〡
マ
字
の
清
國
官
話
は
薩
摩
ま
で
含
む
〉 

 
 

 

西
暦
千
七
百
五
十
一
年
ゴ
〡
ビ
ル
は
北
京
で
琉
球
地
誌
を
執
筆
し
、
繼

い
で
琉
球
圖
を
作
成
し
た
が
（
圖
版
五
）
、
琉
球
情
報
が
無
か
っ
た
た

め
、
清
國
北
方
官
話
字
音
で
琉
球
各
地
を
ロ
〡
マ
字
に
寫
さ
ざ
る
を
得

ず
、
甚
だ
し
き
は
和
訓
の
地
名
お
ほ
ぎ
み
（
大
宜
味
）
が
官
話
《
Ｔ
ａ
ｙ

〡
ｏ
ｕ
ｅ
ｙ
》
と
な
り
、
Ｏ
ｇ
ｉ
ｍ
ｉ
乃
至
Ｏ
ｆ
ｏ
ｇ
ｉ
ｍ
ｉ
と
な
ら
な

い
。
薩
摩
の
吐
噶
喇
七
島
は
官
話
《
Ｔ
ｓ
ｉ
〡
ｔ
ａ
ｏ
》
と
な
り
、
日
本

字
音
Ｓ
ｈ
ｉ
〡
ｔ
ｓ
ｉ
〡
ｔ
ｏ
と
な
ら
な
い
。 

        

圖
版
五 

P
h
ilip

p
e B

u
ach

e

《C
arte d

u
 R

o
y
au

m
e et d

es isles d
e L

ieo
u

-

K
ieo

u
, 

red
u
ite 

d
'ap

res 
les 

cartes 
m

an
u
scrites 

q
u
e 

le 
R

.P
. 

G
au

b
il 

a 

d
ressees en

 C
h
in

e le 6
 n

o
v
em

b
re 1

7
5
2

》
（
西
暦
千
七
百
五
十
四
年
フ

ィ
リ
ッ
プ
・
ビ
ュ
ア
シ
ュ
《
琉
球
諸
島
國
圖
、
千
七
百
五
十
二
年
十
一
月

に
ゴ
〡
ビ
ル
が
チ
ャ
イ
ナ
で
作
成
し
た
手
稿
圖
よ
り
複
製
》
、
ラ
ム
ゼ
〡

地
圖
收
藏
庫1

1
7
8
0
0
1
3

番
。dav

id
ru

m
sey

.co
m

） 
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（上） 

 
し
か
し
ゴ
〡
ビ
ル
の
別
の
原
稿
の
謄
寫
圖
（
圖
版
六
）
は
Ｔ
ｓ
ｉ
〡
ｔ

ａ
ｏ
の
傍
ら
に
《d

ep
en

d
en

t 
d
u
 

Jap
o
n

》
（
日
本
に
屬
す
る
）
と
注
記

し
、
Ｔ
ａ
ｔ
ａ
ｏ
（
奄
美
大
島
）
の
傍
ら
に
《d

ep
en

d
en

t 
d
u
 

R
o
y
 

d
e 

L
iu

eo
u
 

K
ieo

u
》
（
琉
球
王
に
屬
す
る
）
と
注
記
し
て
ゐ
る
。
ゴ
〡
ビ
ル

の
清
國
字
音
は
自
身
が
日
本
琉
球
の
漢
字
和
訓
を
知
ら
な
い
こ
と
を
示
す

に
過
ぎ
ず
、
琉
球
が
清
國
文
化
圏
に
屬
す
る
こ
と
を
示
す
わ
け
で
は
な

い
。 

 

吐
噶
喇
七
島
以
北
に
つ
い
て
は
早
く
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
・
オ
ラ
ン
ダ

人
が
遺
し
た
日
本
地
名
の
ロ
〡
マ
字
と
し
てT

an
ax

u
m

a

（
種
子
島
）
、

C
an

g
o

x
im

a

（
鹿
兒
島
）
等
が
あ
り
、
ゴ
〡
ビ
ル
は
清
國
字
音
を
借
用
す

る
必
要
が
無
か
っ
た
。 

 

中
華
人
民
共
和
國
の
諸
家
は
ゴ
〡
ビ
ル
の
ロ
〡
マ
字
が
福
建
漢
字
音
に

も
と
づ
く
と
す
る
が
、
明
ら
か
に
無
稽
の
談
で
あ
る
。
釣
魚
嶼
、
黄
尾

嶼
、
大
宜
味
に
つ
い
て
、
ゴ
〡
ビ
ル
は
そ
の
中
の
宜
、
魚
、
味
をy

、yu

及
びo

u
ey

に
作
り
、
全
て
北
方
官
話
音
で
あ
る
。
福
建
音
は
そ
れ
ぞ
れ

G
I

及
びG

U

、B
I

と
な
る
の
で
妄
説
に
過
ぎ
な
い
。 

  

圖
版
六  

A
n
to

in
e 

G
au

b
il, 

"2
m

e.(2
èm

e) 
C

arte 
m

ste.(m
an

u
scrite) 

d
u
 

R
o
y
au

m
e et d

es Isles d
ép

en
d
an

tes d
e L

iéo
u
 K

iéo
u
 en

 C
h
in

e d
essin

ée 

et en
v
o
y
ée à la B

ib
lio

th
èq

u
e d

u
 R

o
y

", 
 

（
ア
ン
ト
ワ
〡
ヌ
・
ゴ
〡
ビ
ル
作
、
《
チ
ャ
イ
ナ
で
製
作
さ
れ
王
家
圖
書

館
に
送
付
さ
れ
た
琉
球
國
と
屬
島
、
寫
本
第
二
圖
》
）
。
フ
ラ
ン
ス
國
家

圖
書
館
藏
稿
本
。
認
證
番
號

1
2
1
4
8
/b

tv
1
b
8
4
9
4
4
5
3
9

。
ゴ
〡
ビ
ル
手
稿

に
も
と
づ
き
清
書
さ
れ
た
圖
で
あ
る
。
《
第
二
》
と
は
琉
球
主
要
部
の
第

一
に
つ
づ
く
東
北
部
の
第
二
圖
を
指
す
。 

 
 
"T

sitao
 o

u
 7

 isles"

（
チ
〡
タ
オ
即
ち
七
島
。
） 

 
 
"T

an
ax

u
m

a et 7
 isles d

ep
en

d
en

t d
u
 Jap

o
n
" 

 
 

 

（
種
子
島
及
び
七
島
は
日
本
に
屬
す
る
。
） 

 
 
"C

es h
u
it Isles d

ep
en

d
en

t d
u
 R

o
y

 (R
o
y
au

m
e) d

e L
iu

eo
u
 K

ieo
u
"

》 

 
 

（
こ
の
八
島
は
琉
球
國
に
屬
す
る
） 
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（上） 

  
次
に
西
暦
１
８
３
２
年
、
ド
イ
ツ
人
ユ
リ
ウ
ス
・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ク
ラ

プ
ロ
〡
ト
が
ゴ
〡
ビ
ル
と
は
逆
に
尖
閣
及
び
清
國
地
名
を
日
本
漢
字
音
で

記
載
す
る
。
ク
ラ
プ
ロ
〡
ト
は
林
子
平
「
三
國
通
覽
圖
説
」
を
フ
ラ
ン
ス

で
譯
刊
し
、
附
録
琉
球
圖
の
釣
魚
臺
に
《
Ｔ
ｓ
ｉ
ｏ
ｇ
ｈ
ｉ
ｏ
ｔ
ａ
ｉ
》

（
ち
ょ
ぎ
ょ
た
い
）
、
黄
尾
山
（
黄
尾
嶼
）
に
《
Ｋ
ｏ
ｏ
ｂ
ｉ
ｓ
ａ

ｎ
》
、
赤
尾
山
（
赤
尾
嶼
）
に
《
Ｓ
ｅ
ｋ
ｂ
ｉ
ｓ
ａ
ｎ
》
と
、
そ
れ
ぞ
れ

日
本
漢
字
音
を
標
す
る
（
圖
版
七
）
。 

 

尖
閣
だ
け
で
な
く
、
臺
灣
（
た
い
わ
ん
）
最
北
端
の
鷄
籠
山
は
《
け
い

ろ
う
さ
ん
》
、
福
州
近
郊
の
梅
花
所
は
《
ば
い
く
ゎ
し
ょ
》
な
ど
全
て
日

本
漢
字
音
を
採
用
し
て
ゐ
る
。
ゴ
〡
ビ
ル
も
ク
ラ
プ
ロ
〡
ト
も
、
漢
字
音

で
領
土
を
分
け
る
意
圖
は
無
か
っ
た
。 

  

圖
版
七 

Ju
liu

s v
o
n
 K

lap
ro

th

「S
an

 k
o
k
f tso

u
 ran

 to
 sets

」
（
三
國
通

覽
圖
説
）
附
録
琉
球
圖
よ
り
、
尖
閣
部
分
。
西
暦
千
八
百
三
十
二
年
刊
、

國
會
圖
書
館
藏
。 
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（上） 

 
次
に
西
暦
千
八
百
七
十
一
年
、
米
國
人
サ
ム
エ
ル
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

（
衞
三
畏
）
が
册
封
使
李
鼎
元
の
「
使
琉
球
記
」
半
部
を
英
譯
し
、
上
海

の
英
國
王
家
ア
ジ
ア
學
會
支
部
紀
要
に
寄
稿
し
た
１
６

。
そ
の
中
の
釣
魚

臺
が
清
國
字
音
で
《
Ｔ
ｉ
ａ
ｏ 

ｙ
ｕ 

ｔ
ａ
ｉ
》
と
な
っ
て
ゐ
る
（
原
書

第
百
五
十
三
頁
）
。 

 

し
か
し
サ
ム
エ
ル
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
李
鼎
元
「
使
琉
球
記
」
卷
三
に

見
え
る
琉
球
神
名
《
開
國
の
天
孫
氏
の
神
》
を
《
Ｋ
ａ
ｉ 

ｋ
ｗ
ｏ
ｈ 

ｔ

ｉ
ｅ
ｎ 

ｓ
ｕ
ｎ 

ｓ
ｈ
ｉ 

ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
》
と
し
て
、
卷
四
に
見
え
る
琉
球

官
名
《
親
方
》
を
ｔ
ｓ
ｉ
ｎ
〡
ｆ
ａ
ｎ
ｇ
と
す
る
な
ど
、
和
名
乃
至
和
訓

に
も
清
國
字
音
を
充
て
る
（
第
百
五
十
八
、
百
六
十
二
頁
）
。
本
意
と
し

て
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
の
英
譯
の
目
的
は
琉
球
情
報
を
提
供
す
る
に
在
り
、
そ

の
中
に
釣
魚
臺
が
含
ま
れ
る
。
一
米
國
人
が
清
國
居
留
中
に
清
國
字
音
を

琉
球
の
名
詞
に
充
て
た
か
ら
と
て
清
國
に
屬
す
る
わ
け
で
は
な
い
。 

 

次
に
明
治
三
十
四
年
（
西
暦
千
九
百
一
年
）
、
東
京
帝
大
教
授
吉
原

（
德
永
）
重
康
の
論
文
《
琉
球
弧
の
地
質
構
造
》
で
は
日
本
漢
字
音
で
釣

魚
島
に
《
Ｃ
ｈ
ｏ
ｇ
ｙ
ｏ
ｔ
ｏ
》
を
充
て
、
黄
尾
島
（
黄
尾
嶼
）
に
《
Ｋ

                                        

        

 

１
６ S

am
u
el W

ells W
illiam

s

譯
《Jo

u
rn

al o
f a M

issio
n
 to

 L
ew

ch
ew

 in
 

1
8
0
1

》
、
「Jo

u
rn

al o
f th

e N
o
rth

 C
h
in

a B
ran

ch
 o

f th
e R

o
y
al A

siatic 

S
o
ciety

」
第
六
册
、
西
暦
千
八
百
六
十
九-

千
八
百
七
十
年
號
所
載
。
西

暦
千
八
百
七
十
一
年
上
海
刊
。 

ｏ
ｂ
ｉ
ｔ
ｏ
》
を
充
て
て
ゐ
る
。
１
７ 

 
 

 

近
年
、
中
華
人
民
共
和
國
は
英
文
中
で
釣
魚
島
を
《
Ｄ
ｉ
ａ
ｏ
〡
ｙ
ｕ

〡
ｄ
ａ
ｏ
》
と
し
て
ゐ
る
が
、
西
暦
千
九
百
七
十
年
よ
り
以
前
に
こ
の
羅

馬
字
は
存
在
せ
ず
、
西
暦
千
九
百
八
十
年
代
乃
至
千
九
百
九
十
年
代
か
ら

普
及
を
試
み
た
に
過
ぎ
な
い
。 

 

〈
英
人
の
船
中
の
八
重
山
人
の
知
る
島
名
は
魚
根
久
場
島
〉 

 
 

 

西
暦
千
八
百
四
十
五
年
に
八
重
山
人
は
尖
閣
海
域
に
船
を
案
内
す
る
能

力
が
あ
り
、
且
つ
地
元
人
の
尖
閣
島
名
が
あ
っ
た
こ
と
上
述
の
通
り
。
ベ

ル
チ
ャ
〡
は
そ
れ
を
書
き
留
め
な
か
っ
た
が
、
年
代
の
近
い
史
料
若
干
に

よ
っ
て
イ
ヨ
コ
ン
・
コ
バ
シ
マ
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。 

 

西
暦
千
八
百
十
九
年
、
琉
球
王
親
（
王
族
）
尚
鴻
基
の
船
が
鹿
兒
島
に

北
上
す
る
途
中
、
は
か
ら
ず
も
尖
閣
諸
島
に
漂
流
し
、
三
日
間
停
泊
し
、

水
源
を
調
査
し
、
そ
の
後
で
與
那
國
島
に
向
か
っ
た
１
８

。
與
那
國
の
港

の
高
い
岡
の
上
で
は
八
重
山
の
役
人
が
旗
を
揮
っ
て
船
を
港
へ
導
い
た
。

                                        

        

 

１
７ 

S
. 

Y
o
sh

iw
ara

《G
eo

lo
g
ic 

S
tru

ctu
re 

o
f 

th
e 

R
iu

k
iu

 
(L

o
o
ch

o
o
) 

C
u
rv

e, an
d
 its R

elatio
n
 to

 th
e N

o
rth

ern
 P

art o
f F

o
rm

o
sa

》
（
琉
球
弧
の

地
質
構
造
、
兼
ね
て
フ
ォ
ル
モ
サ
北
部
に
關
は
る
を
論
ず
）
、
明
治
三
十

四
年
「
東
京
帝
國
大
學
紀
要
・
理
科
」
第
十
六
册
、
第
七
頁
。 

１
８ 

内
閣
官
房
領
土
室
、
尖
閣
諸
島
に
關
す
る
資
料
の
委
託
調
査
報
告
書
、

平
成
二
十
八
年
度
。 
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（上） 

與
那
國
島
に
上
陸
し
て
後
、
向
鴻
基
ら
は
先
に
停
泊
し
た
島
名
が
魚
根
久

場
島
だ
と
知
っ
た
。
魚
根
は
イ
ヨ
コ
ン
と
讀
む
こ
と
間
違
ひ
な
い
。 

 

西
暦
千
七
百
九
十
五
年
、
「
下
田
日
記
」
で
は
琉
球
人
が
清
國
に
漂
流

し
、
歸
途
に
福
州
か
ら
琉
球
へ
向
か
ふ
海
中
で
《
魚
釣
臺
久
場
島
》
を
記

載
す
る
。
傍
ら
に
は
日
本
の
假
名
で
イ
ヨ
コ
ン
・
コ
ハ
シ
マ
と
注
す
る

（
圖
版
八
）
１
９

。
こ
の
日
記
は
釣
魚
臺
を
魚
釣
臺
に
顛
倒
し
て
ゐ
る
こ

と
に
注
意
を
要
す
る
。 

 

西
暦
千
八
百
六
十
年
、
琉
球
の
役
人
蔡
大
鼎
は
清
國
に
朝
貢
の
た
め
渡

航
す
る
途
中
、
八
重
山
と
尖
閣
を
經
て
馬
祖
列
島
の
竿
塘
に
至
る
。
船
が

尖
閣
を
經
由
し
た
時
、
蔡
氏
詠
じ
て
曰
く
〃 

 
 

《
回
頭
北
木
白
雲
裏
、
魚
釣
臺
前
瞬
息
過
。
》 

 
 

（
平
平
仄
仄
仄
平
仄
、
平
仄
平
平
仄
仄
平
。 

 
 

 

回
頭
す
北
木
白
雲
の
う
ち
、
魚
釣
臺
前
瞬
息
に
過
ぐ
。
） 

と
。
句
中
で
は
釣
魚
を
顛
倒
し
て
魚
釣
と
す
る
こ
と
「
下
田
日
記
」
と
同

じ
で
あ
る
。
頭
の
字
は
平
聲
で
仄
聲
釣
字
を
以
て
對
す
る
の
が
顛
倒
の
目

的
だ
が
、
し
か
し
地
名
は
隨
意
に
顛
倒
し
て
良
い
わ
け
で
は
な
い
。
琉
球

                                        

        

 

１
９ 

東
洋
文
庫
藏
寫
本
同
じ
、
請
求
記
號
〃
貴
重
書II-1

-B
-1

0
1
3

。
國
立

公
文
書
館2

1
8
-1

3

號
寫
本
は
《
イ
ヨ
コ
シ
》
に
作
る
。
詳
し
く
は
内
閣

官
房
領
土
室
、
尖
閣
諸
島
に
關
す
る
資
料
の
委
託
調
査
報
告
書
、
令
和
元

年
度
。
國
會
圖
書
館2

1
8
-2

-5
4

號
寫
本
は
《
イ
ユ
コ
シ
》
に
作
る
。 

人
中
に
先
に
《
魚
釣
》
の
名
が
あ
っ
て
こ
そ
始
め
て
平
仄
の
調
節
に
用
ゐ

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
問
題
は
琉
球
人
が
魚
釣
臺
の
三
字
を
ど
う
讀
ん
だ

か
で
あ
る
。
う
を
つ
り
だ
い
と
讀
む
と
す
れ
ば
、
今
の
魚
釣
島
の
名
か
ら

轉
じ
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
明
治
中
葉
に
日
本
政
府
が
尖
閣
を
調
査

し
た
時
に
や
っ
と
出
現
し
た
新
島
名
で
あ
る
。
蔡
氏
よ
り
も
前
の
「
下
田

日
記
」
が
既
に
魚
釣
臺
を
イ
ヨ
コ
ン
と
讀
ん
で
ゐ
る
以
上
、
蔡
氏
の
讀
み

方
も
同
じ
筈
で
あ
る
。
蔡
氏
の
詩
句
は
《
魚
釣
臺
》
の
書
き
方
と
そ
の
元

と
な
っ
た
イ
ヨ
コ
ン
の
讀
み
方
が
と
も
に
琉
球
で
一
定
の
普
遍
性
を
持
っ

て
ゐ
た
こ
と
を
示
す
。 

              
圖
版
八 

東
大
史
料
編
纂
所
藏
「
土
佐
國
羣
書
類
從
」
卷
八
十
二
「
下
田

日
記
」
寫
本
第
六
十
一
葉
。
認
證
番
號0

0
0
5
5
9
1
1

、
請
求
記
號2

0
4
1
.8

4
-

2
0

。 
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（上） 

 
千
八
百
十
九
年
、
千
八
百
四
十
五
年
、
千
八
百
六
十
年
の
三
度
と
も
に

尖
閣
八
重
山
間
の
航
路
で
あ
り
、
そ
の
内
の
二
度
の
島
名
が
と
も
に
イ
ヨ

コ
ン
で
あ
れ
ば
、
千
八
百
四
十
五
年
の
八
重
山
船
員
の
認
識
中
の
島
名
も

最
も
可
能
性
の
あ
る
の
は
矢
張
り
イ
ヨ
コ
ン
・
コ
バ
シ
マ
で
あ
ら
う
。 

 

〈
魚
根
の
淵
源
〉 

 
 

 

西
暦
千
七
百
九
十
五
年
「
下
田
日
記
」
の
イ
ヨ
コ
ン
・
コ
バ
シ
マ
（
魚

釣
臺
久
場
島
）
は
國
吉
ま
こ
も
氏
が
最
初
に
論
及
し
２
０

、
現
在
す
で
に

内
閣
官
房
領
土
室
委
託
調
査
報
告
書
に
收
録
さ
れ
て
ゐ
る
２
１

。
そ
の
意

義
は
極
め
て
重
く
、
上
下
六
百
年
の
尖
閣
史
の
主
軸
を
定
め
た
と
言
へ

る
。 

 

先
づ
留
意
す
べ
き
は
「
下
田
日
記
」
が
徐
葆
光
「
中
山
傳
信
録
」
を
參

照
し
た
こ
と
で
あ
る
２
２

。
「
下
田
日
記
」
の
魚
釣
臺
は
「
中
山
傳
信

録
」
の
釣
魚
臺
か
ら
轉
化
し
て
ゐ
る
。 

 

日
記
中
で
は
清
國
地
名
を
多
く
記
載
し
、
往
往
最
新
の
北
方
官
話
字
音

                                        

        

 

２
０ 

國
吉
ま
こ
も
《
尖
閣
諸
島
に
つ
い
て
》
、
平
成
三
十
（
二
千
十
八
）

年
三
月
二
十
六
日
講
演
、
日
本
國
際
問
題
研
究
所
。 

２
１ 

内
閣
官
房
領
土
室
、
尖
閣
諸
島
に
關
す
る
資
料
の
委
託
調
査
報
告
書
、

平
成
三
十
一
年
度
。 

２
２ 

「
土
佐
國
羣
書
類
從
」
卷
八
十
二
「
下
田
日
記
」
活
字
本
第
二
百
六

十
五
頁
に
見
え
る
。
高
知
縣
立
圖
書
館
編
、
平
成
十
年
刊
。 

を
傍
注
す
る
。
建
寧
は
チ
ン
ネ
ン
と
な
り
、
江
南
省
は
チ
ャ
ン
ナ
ン
セ
ン

と
な
る
（
圖
版
九
）
。
一
行
中
に
は
通
事
伊
良
皆
親
雲
上
、
唐
名
鄭
崇
基

が
含
ま
れ
、
こ
れ
ら
の
官
話
音
は
通
事
が
述
べ
た
も
の
だ
ら
う
。
假
に
琉

球
人
が
「
中
山
傳
信
録
」
の
釣
魚
臺
も
清
國
の
地
名
だ
と
思
へ
ば
、
清
國

音
を
注
し
た
筈
で
、
和
訓
の
假
名
を
注
す
る
こ
と
は
な
い
。 

 

凡
そ
漢
文
地
名
は
通
常
音
讀
す
る
の
み
で
和
訓
し
な
い
。
例
へ
ば
長
安

は
《
ち
ゃ
う
あ
ん
》
で
あ
り
、
《
な
が
や
す
》
と
は
讀
ま
な
い
。
赤
壁
は

《
せ
き
へ
き
》
で
あ
り
、
《
あ
か
か
べ
》
と
讀
ま
な
い
。
「
下
田
日
記
」

が
「
中
山
傳
信
録
」
の
釣
魚
臺
を
イ
ヨ
コ
ン
と
讀
ん
だ
の
は
和
訓
で
あ

り
、
今
一
つ
の
和
名
久
場
島
と
連
な
っ
て
ゐ
る
。
琉
球
人
の
認
識
と
し
て

は
琉
球
に
先
に
和
名
イ
ヨ
コ
ン
が
あ
り
、
後
に
釣
魚
臺
と
漢
譯
さ
れ
、

「
中
山
傳
信
録
」
に
載
っ
た
の
で
あ
る
。 

  

圖
版
九 

「
下
田
日
記
」
寫
本
よ
り
、
建
寧
（
チ
ン
ネ
ン
）
及
び
江
南
省

（
チ
ャ
ン
ナ
ン
セ
ン
）
。
葉
次
無
し
、
國
立
公
文
書
館2

1
8
-1

3

。 
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（上） 

 
第
二
に
「
下
田
日
記
」
及
び
尚
鴻
基
「
向
姓
家
譜
」
中
で
イ
ヨ
コ
ン
に

は
《
シ
マ
》
（
島
）
を
加
へ
ず
、
コ
バ
シ
マ
に
だ
け
後
ろ
に
《
シ
マ
》
を

加
へ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
イ
ヨ
コ
ン
そ
の
も
の
に
島
嶼
の
義
が
含
ま
れ
、
屋

上
屋
を
架
す
る
必
要
が
無
い
の
だ
ら
う
。
八
重
山
研
究
の
泰
斗
宮
良
當
壯

の
説
で
は
イ
ヨ
コ
ン
の
イ
ヨ
を
古
語
の
ウ
ヲ
と
し
て
、
コ
ン
は
ク
ニ
の
琉

球
轉
音
で
あ
り
、
併
せ
て
イ
ヨ
コ
ン
は
魚
國
と
な
り
、
漁
産
に
富
む
場
所

と
な
る
２
３

。
宮
良
説
で
は
コ
ン
そ
の
も
の
が
場
所
で
あ
り
、
イ
ヨ
コ
ン

に
《
シ
マ
》
を
加
へ
な
い
理
由
を
解
釋
し
得
る
。
同
じ
理
で
「
下
田
日

記
」
の
魚
釣
臺
三
字
で
も
臺
は
場
所
で
あ
る
か
ら
島
の
字
を
追
加
し
な
く

て
良
い
。 

 

沖
繩
縣
の
地
名
は
阿
波
根
（
あ
は
ご
ん
）
、
手
登
根
（
て
ど
こ
ん
）
、

比
屋
根
（
ひ
や
ご
ん
）
な
ど
で
根
（
こ
ん
）
を
尾
と
し
、
粟
國
（
あ
ぐ

に
）
、
與
那
國
（
よ
な
く
に
）
、
宮
國
（
み
や
く
に
）
な
ど
で
國
を
尾
と

す
る
。
根
・
國
は
と
も
に
場
所
を
示
す
語
尾
と
考
へ
ら
れ
る
。
魚
根
も
例

證
の
一
種
に
算
へ
得
よ
う
。 

 

魚
根
に
島
を
加
へ
ず
（
加
へ
て
も
可
）
、
久
場
島
に
必
ず
島
を
加
へ
、

兩
者
を
繋
げ
て
記
載
す
る
形
式
は
、
史
料
中
で
以
下
の
や
う
に
一
貫
し
た

系
列
と
な
っ
て
ゐ
る
。 

                                        

        

 

２
３ 

昭
和
十
三
年
、
幤
原
坦
「
南
方
文
化
の
建
設
へ
」
（
冨
山
房
）
第
六

十
五
頁
に
引
く
宮
良
當
壯
の
語
。 

西
暦
千
七
百
八
年
、 

琉
球
程
順
則
「
指
南
廣
義
」
〃
釣
魚
臺
、
黄
尾
嶼
（
黄
麻
嶼
・
黄
毛
嶼
） 

西
暦
千
七
百
十
九
年
、 

清
國
徐
葆
光
「
中
山
傳
信
録
」
〃
釣
魚
臺
、
黄
尾
嶼
。 

西
暦
十
八
世
紀
前
半
、 

佚
名
「
指
南
正
法
」
〃
釣
魚
臺
、
黄
尾
嶼
。 

西
暦
千
七
百
五
十
一
年
、 

琉
球
家
譜
三
種
〃
釣
魚
山
、
久
場
島
山
。 

 

（
麻
姓
家
譜
瀬
底
家
、
柯
姓
家
譜
國
吉
家
、
鄭
氏
家
譜
與
座
家
） 

西
暦
千
七
百
九
十
五
年
、 

土
佐
藩
「
下
田
日
記
」
〃
魚
釣
臺
、
久
場
島
。 

西
暦
千
八
百
十
九
年
、 

琉
球
「
向
姓
家
譜
・
具
志
川
家
」
〃
魚
根
、
久
場
島
。 

西
暦
千
八
百
三
十
八
年
、 

清
國
林
鴻
年
（
趙
新
「
續
琉
球
國
志
略
」
引
）
〃
釣
魚
山
、
久
場
島
。 

西
暦
千
八
百
六
十
六
年
、 

清
國
趙
新
「
續
琉
球
國
志
略
」
（
卷
二
）
〃
釣
魚
山
、
久
場
島
２
４

。 

                                        

        

 

２
４ 

島
名
史
料
の
出
處
詳
細
は
、
國
吉
ま
こ
も
《
尖
閣
諸
島
の
琉
球
名
と

中
国
名
の
メ
モ
》
、
沖
繩
大
學
地
域
研
究
所
「
地
域
研
フ
ォ
〡
ラ
ム
」
第

四
十
號
、
頁
次
無
し
、
平
成
二
十
五
年
一
月
。 
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（上） 

 
右
に
舉
げ
る
西
暦
千
七
百
五
十
一
年
の
琉
球
家
譜
の
釣
魚
山
と
久
場
島

山
は
特
徴
が
二
點
あ
る
。
そ
の
一
は
、
島
と
山
が
重
複
し
て
島
字
で
和
名

シ
マ
を
表
は
し
、
山
字
で
漢
文
の
島
嶼
の
義
を
表
は
す
。
こ
こ
か
ら
分
か

る
の
は
、
久
場
島
は
も
と
か
ら
シ
マ
が
附
帶
し
、
釣
魚
山
は
も
と
か
ら
シ

マ
が
附
帶
し
な
い
。
こ
の
二
者
は
琉
球
和
名
イ
ヨ
コ
ン
及
び
ク
バ
シ
マ
で

あ
ら
う
。 

 

そ
の
二
は
、
二
者
は
一
つ
に
連
な
る
群
島
名
と
な
っ
て
ゐ
な
い
。
琉
球

家
譜
の
該
條
に
曰
く
、 

 
 

《
風
に
隨
っ
て
飄
蕩
し
、
幾
ど
釣
魚
山
の
礁
を
衝
か
ん
と
す
。 

 
 

（
中
略
）
漸
く
久
場
島
山
に
近
づ
く
。
》 

と
。
句
中
で
釣
魚
山
が
一
島
、
久
場
島
山
が
別
に
一
島
で
あ
る
。
イ
ヨ
コ

ン
は
久
場
島
の
冠
前
形
容
詞
で
は
な
く
、
單
獨
の
一
島
で
あ
り
、
宮
良
氏

の
場
所
説
は
暗
に
證
せ
ら
れ
る
。 

 

釣
魚
嶼
の
最
も
早
い
記
載
は
西
暦
千
五
百
三
十
四
年
陳
侃
「
使
琉
球

録
」
で
あ
り
、
西
暦
千
七
百
八
年
「
指
南
廣
義
」
に
至
っ
て
釣
魚
臺
が
出

現
し
、
そ
の
後
多
數
の
史
料
は
臺
に
從
ひ
、
嶼
に
作
ら
な
い
。
嶼
を
臺
と

改
め
た
原
因
は
、
一
貫
の
系
列
か
ら
見
れ
ば
イ
ヨ
コ
ン
が
場
所
の
義
を
含

ん
で
ゐ
る
た
め
嶼
を
棄
て
て
臺
に
從
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
さ
れ
ば
イ
ヨ

コ
ン
の
名
は
西
暦
千
七
百
八
年
或
は
更
に
前
ま
で
遡
り
得
る
。
愼
重
な
基

準
で
も
琉
球
の
程
順
則
「
指
南
廣
義
」
が
初
見
と
な
り
、
清
國
人
の
命
名

で
は
な
い
。 

 

「
指
南
正
法
」
は
民
間
の
針
路
寫
本
で
あ
り
、
書
中
の
干
支
か
ら
は
成

書
年
代
を
確
定
で
き
な
い
が
、
だ
た
書
中
の
《
長
崎
》
の
書
き
方
は
、
情

報
の
年
代
の
早
さ
を
反
映
し
て
ゐ
る
。 

 

全
書
は
ほ
ぼ
三
大
部
分
に
分
け
得
る
。
第
一
部
分
は
航
海
術
を
述
べ
、

第
二
部
分
は
針
路
古
本
で
あ
り
、
第
三
部
分
の
多
く
は
新
た
に
添
加
し
た

針
路
で
あ
る
。
第
二
部
分
で
長
崎
を
多
數
記
載
す
る
が
全
て
《
長
岐
》
に

誤
り
、
第
三
部
分
で
は
全
て
長
崎
に
改
め
る
。
漢
字
の
崎
と
岐
と
は
同
音

で
和
訓
の
み
異
な
り
、
崎
は
《
さ
き
》
、
岐
は
《
わ
か
れ
る
》
だ
が
、
勿

論
崎
が
正
で
あ
る
。 

 

第
三
部
分
の
こ
の
修
正
は
西
暦
千
六
百
八
十
九
年
に
幕
府
が
長
崎
唐
館

を
開
設
し
て
以
後
の
新
た
な
状
況
を
反
映
し
て
ゐ
る
だ
ら
う
。
西
暦
千
六

百
八
十
四
年
に
臺
灣
鄭
氏
が
滅
亡
し
て
以
後
、
長
崎
に
來
航
す
る
唐
船
が

劇
增
し
て
唐
館
の
需
要
が
出
て
來
た
の
で
あ
る
。 

 

第
二
部
分
と
第
三
部
分
と
の
章
分
け
は
原
寫
本
第
四
十
葉
《
普
陀
よ
り

長
岐
に
往
く
針
》
の
條
に
在
る
。
條
中
の
前
半
は
長
岐
に
作
り
、
後
半
は

長
崎
に
作
る
。
後
半
は
日
本
地
名
を
列
記
す
る
こ
と
破
格
に
多
く
、
概
ね

閩
南
音
に
も
と
づ
く
２
５

。
今
例
を
舉
げ
れ
ば
左
の
如
し
（
圖
版
十
）
。 

                                         

        

 

２
５ 

閩
語
で
參
照
す
る
の
は
は
陳
章
太
・
李
如
龍
「
閩
語
研
究
」
（
語
文

出
版
社
平
成
三
年
）
第
十
頁
對
照
表
、
及
び
臺
灣
大
學
・
中
央
研
究
院
共

同
製
作
《
漢
字
古
今
音
資
料
庫
》 h

ttp
s://x

iao
x
u
e.iis.sin

ica.ed
u
.tw

/ccr/ 



日本國際問題研究所 領土・歴史センター   - 17 -   令和三年度寄稿 尖閣島名の淵源

（上） 

温
二
、
温
裕
（
ウ
ン
ジ
、
宇
治
列
島
） 

 
 

野
馬
居
沙
（
ヤ
マ
コ
サ
、
天
草
） 

審
馬
巳
哪
（
審
馬
巴
哪
、
シ
ン
マ
パ
ナ
、
島
原
） 

 
 

一
枝
花
（
一
杈
花
、
イ
チ
ャ
ホ
ア
、
諫
早
） 

長
崎 

 

旺
浮
郡
（
旺
浮
郎
、
オ
ン
プ
ラ
ン
、
大
村
） 

 

魚
鱗
島
（
ヒ
ラ
ン
ト
、
平
戸
） 

 

隴
居
仔 

 

（
ラ
ン
コ
ア
、
名
護
屋
） 

花
脚
踏 

 

（
ホ
ア
カ
タ
、
博
多
） 

 

               

      

圖
版
十 

「
指
南
正
法
」
第
四
十
葉
、
《
普
陀
往
長
岐
針
》
條
、
長
崎
の

始
め
の
個
所
。
香
港
中
華
書
局
「
針
路
藍
縷
」
第
二
百
六
十
四
頁
、
平
成

二
十
七
年
影
印
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
〡
ド
藏
原
寫
本
。 
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（上） 

 
こ
の
う
ち
島
原
、
諫
早
、
長
崎
は
一
路
橘
灣
内
を
經
由
す
る
（
長
崎
縣

の
灣
名
）
。
こ
の
樣
に
岸
に
迫
っ
て
航
行
し
且
つ
地
名
を
確
認
す
る
の

は
、
島
原
天
草
の
亂
後
の
鎖
國
時
代
（
西
暦
千
六
百
三
十
八
年
以
後
）
で

は
ほ
ぼ
不
可
能
な
の
で
、
こ
の
條
は
明
ら
か
に
前
代
の
遺
文
で
あ
り
、
書

中
の
第
二
部
分
に
屬
す
る
だ
ら
う
。
こ
の
條
の
後
半
の
長
崎
は
長
岐
に
作

ら
な
い
が
、
筆
寫
の
過
程
で
次
條
の
長
崎
に
干
渉
さ
れ
て
書
き
換
へ
た
の

だ
ら
う
。
次
條
以
下
、
長
崎
は
い
づ
れ
も
長
岐
に
作
ら
な
い
の
で
、
第
三

部
分
の
新
時
代
に
屬
す
る
だ
ら
う
。 

 

「
指
南
正
法
」
の
釣
魚
臺
は
書
中
の
第
二
部
分
に
見
え
、
年
代
の
早
さ

は
長
崎
唐
館
開
設
以
前
、
乃
至
鎖
國
以
前
で
あ
ら
う
。
琉
球
の
民
間
に
先

に
釣
魚
臺
な
る
譯
名
が
あ
り
、
そ
の
後
で
「
指
南
廣
義
」
及
び
「
指
南
正

法
」
に
記
載
さ
れ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
文
人
が
太
公
望
の
釣
魚
臺
の
故
事

を
引
い
て
嶼
を
臺
に
改
め
た
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
琉
球
和
名
イ
ヨ
コ
ン

に
嶼
を
加
へ
な
い
形
式
の
出
現
し
た
年
代
も
こ
れ
に
隨
っ
て
西
暦
十
七
世

紀
中
葉
ま
で
引
き
上
げ
得
る
。 

 

〈
魚
根
、
久
場
島
、
赤
島
の
名
義
は
釣
魚
嶼
、
黄
毛
嶼
、
赤
嶼
に
符
合
〉 

 

 

尖
閣
諸
島
中
、
琉
球
和
名
魚
根
及
び
赤
島
（
イ
ヨ
コ
ン
及
び
ア
カ
シ

マ
）
と
、

最
古
の
陳
侃
の
釣
魚
嶼
及
び
赤
嶼
と
は
、
語
義
が
暗
に
符
合

し
、
相
呼
應
し
て
ゐ
る
。
た
だ
久
場
島
と
黄
毛
嶼
と
の
相
關
だ
け
は
不
即

不
離
で
、
考
索
を
費
や
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
魚
根
・
赤
島
で
語
義
を
取
る

以
上
、
久
場
島
（
こ
ば
し
ま
）
も
語
義
を
主
と
し
、
併
せ
て
字
音
を
考
へ

る
べ
き
で
あ
る
。 

 

琉
球
の
島
名
は
往
往
《
ま
》
を
尾
と
す
る
。
例
へ
ば
慶
良
間
（
け
ら

ま
）
、
波
照
間
（
は
て
る
ま
）
、
多
良
間
（
た
ら
ま
）
、
加
計
呂
麻
（
か

け
ろ
ま
）
、
鳩
間
（
は
と
ま
）
等
、
各
地
に
概
見
す
る
。
和
語
《
ぬ
ま
》

（
沼
）
、
《
は
ま
》
（
濱
）
、
《
や
ま
》
（
山
）
、
《
し
ま
》
（
島
）
、

《
く
ま
》
（
隈
）
、
《
そ
ま
》
（
杣
）
は
と
も
に
場
所
の
義
を
含
ん
で
を

り
、
琉
球
の
和
語
の
淵
源
の
邃
古
な
る
を
知
り
得
よ
う
２
６

。 
 

 

 

コ
バ
即
ち
蒲
葵
は
、
棕
櫚
椰
子
類
の
常
緑
樹
で
、
日
本
の
標
準
語
中
で

は
枇
榔
（
び
ら
う
）
と
な
る
。
明
治
年
間
に
久
場
島
に
は
蒲
葵
の
樹
林
が

存
在
し
た
２
７

。
棕
櫚
椰
子
類
の
植
物
は
琉
球
群
島
で
は
蒲
葵
が
最
も
常

                                        

        

 

２
６ 

徐
葆
光
「
中
山
傳
信
錄
」
卷
四
《
琉
球
三
十
六
島
》
に
曰
く
、
《
中

山
、
間
字
を
讀
む
こ
と
、
音
、
麻
に
同
じ
、
華
言
山
な
り
》
と
。
參
照
〃

金
城
朝
永
《
地
名
〈
沖
繩
〉
の
起
源
に
つ
い
て
》
、
「
金
田
一
博
士
古
稀

記
念
言
語
・
民
俗
論
叢
」
、
第
三
百
三
頁
、
昭
和
二
十
八
年
、
三
省
堂
。

外
間
守
善
「
沖
縄
学
へ
の
道
」
第
三
百
二
十
一
頁
《
鳩
間
島
に
架
け
る

夢
》
、
平
成
十
四
年
、
岩
波
書
店
。 

２
７ 

宮
嶋
幹
之
助
《
沖
繩
縣
下
無
人
嶋
探
檢
談
》
、
「
地
學
雜
誌
」
明
治

三
十
三
年
（
西
曆
千
九
百
年
）
、
第
十
二
卷
、
第
十
號
、
第
五
百
八
十
九

頁
。 
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見
で
、
他
の
同
類
植
物
は
野
生
が
極
め
て
少
な
い
。 

 
琉
球
文
化
の
始
原
を
考
へ
る
に
、
平
安
後
期
の
西
暦
十
一
、
十
二
世

紀
、
律
令
體
制
解
體
後
に
武
士
が
海
に
入
っ
て
賊
と
な
り
、
南
下
し
て
琉

球
具
足
城
（
ぐ
す
く
）
文
化
を
草
創
し
た
の
で
あ
る
。
平
安
期
以
前
の
飛

鳥
宮
、
平
城
京
の
兩
期
に
日
本
で
は
尚
ほ
花
見
の
文
化
が
乏
し
く
、
「
萬

葉
集
」
で
た
だ
花
と
言
へ
ば
往
往
梅
花
を
指
す
の
は
海
西
の
新
物
種
ゆ
ゑ

で
あ
る
。
「
古
今
集
」
に
至
っ
て
花
と
言
へ
ば
櫻
を
指
す
や
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
中
學
古
文
課
程
の
基
礎
知
識
で
あ
る
。 

 

「
萬
葉
集
」
す
ら
且
つ
こ
の
や
う
で
あ
る
か
ら
、
南
下
武
士
が
琉
球
の

蒲
葵
の
黄
な
る
花
を
見
れ
ば
、
必
ず
し
も
花
と
思
は
な
い
だ
ら
う
。
我
々

が
現
在
植
物
知
識
に
乏
し
け
れ
ば
蒲
葵
の
花
を
見
て
一
目
で
は
花
だ
と
知

ら
ず
、
善
く
辨
じ
な
い
者
は
一
種
の
鮮
黄
な
る
群
葉
乃
至
黄
毛
か
と
誤
解

し
得
る
（
圖
版
十
一
）
。
刹
那
の
後
に
棕
櫚
椰
子
類
の
花
は
み
な
か
か
る

も
の
と
思
ひ
至
り
、
や
っ
と
認
知
中
に
受
け
容
れ
る
こ
と
と
な
る
。 

 

和
語
中
で
は
凡
そ
開
始
的
な
、
周
縁
的
な
、
表
面
的
な
、
尖
端
的
な
、

耀
か
し
い
、
躍
動
的
な
も
の
は
多
く
《
は
》
を
語
頭
と
す
る
。
例
へ
ば
生

え
る
、
映
え
る
、
端
（
は
た
）
、
旗
、
恥
、
膚
（
は
だ
）
、
裸
、
花
、
放

つ
、
離
れ
る
、
羽
根
、
跳
ね
る
、
走
る
、
濱
、
原
っ
ぱ
、
速
い
、
拂
ひ
捨

て
る
、
針
、
張
る
、
春
、
晴
れ
姿
、
等
等
が
あ
る
。 

 

和
語
《
は
》
に
は
端
、
羽
、
刃
、
齒
、
葉
等
の
漢
字
が
あ
り
、
み
な
周

縁
・
稜
線
の
義
を
有
す
る
。
和
語
《
は
な
》
は
端
、
鼻
、
花
の
三
種
の
書

き
方
が
あ
り
、
み
な
前
面
凸
出
の
義
よ
り
出
る
。
さ
れ
ば
花
と
葉
と
は
古

義
相
通
ず
る
の
で
あ
る
。 

 

《
黄
》
は
和
語
中
で
《
き
》
と
讀
む
が
、
古
代
で
は
往
往
《
こ
》
音
と

な
り
、
黄
金
（
こ
が
ね
）
が
最
も
著
名
で
あ
る
。
同
じ
理
で
《
木
》
も

《
き
》
と
《
こ
》
と
で
互
ひ
に
轉
じ
、
木
立
（
こ
だ
ち
）
、
木
漏
れ
日

（
こ
も
れ
び
）
、
木
の
葉
（
こ
の
は
）
、
木
枯
ら
し
（
こ
が
ら
し
）
等
の

例
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。 

 

「
海
東
諸
國
紀
」
卷
首
《
琉
球
國
之
圖
》
に
奇
羅
波
城
が
あ
り
今
の
久

良
波
（
く
ら
は
）
と
し
て
沖
繩
島
の
中
部
西
岸
に
位
置
す
る
。
奇
を

《
く
》
と
す
る
の
は
古
語
《
奇
す
し
》
（
く
す
し
）
の
例
に
倣
っ
た
か
確

定
で
き
な
い
が
、
琉
球
で
《
き
、
く
、
こ
》
が
相
通
す
る
こ
と
を
證
す
る

に
は
こ
れ
を
借
り
得
よ
う
。
よ
っ
て
鄙
見
で
は
コ
バ
の
語
源
は
黄
葉
、
黄

花
で
あ
り
、
琉
球
人
が
譯
し
た
漢
文
が
黄
毛
と
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
。 

  

圖
版
十
一 

 
 

コ
バ
の
花
。 

ウ
イ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
。 
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〈
久
場
島
は
黄
尾
嶼
と
字
音
で
も
通
じ
る
〉 

 
 

 
漢
文
中
、
西
暦
千
五
百
三
十
四
年
陳
侃
「
使
琉
球
録
」
に
琉
球
人
の
導

航
下
で
黄
毛
嶼
が
は
じ
め
て
見
え
、
西
暦
千
五
百
五
十
六
年
鄭
舜
功
「
日

本
一
鑑
」
で
は
黄
蔴
嶼
に
作
る
。
蔴
は
麻
の
異
體
字
で
あ
る
。
西
暦
千
五

百
六
十
一
年
鄭
若
曾
「
籌
海
圖
編
」
で
は
黄
茅
嶼
に
作
る
。
西
暦
千
六
百

六
年
夏
子
陽
「
使
琉
球
録
」
に
至
っ
て
黄
尾
嶼
が
出
現
す
る
。
黄
麻
及
び

黄
茅
は
と
も
に
枯
れ
た
草
本
で
あ
り
、
蒲
葵
と
い
ふ
常
緑
高
樹
に
は
似
て

ゐ
な
い
。
尾
字
は
閩
粤
沿
海
地
名
に
頻
見
し
、
倭
寇
の
用
字
に
出
る
と
考

へ
ら
れ
、
草
木
に
は
關
は
ら
な
い
。 

 

毛
、
麻
、
茅
は
等
韻
三
十
六
紐
中
で
と
も
に
明
紐
に
屬
し
、
通
常
は
ｍ

音
と
な
る
が
、
福
建
で
は
多
く
ｂ
音
に
作
り
、
往
往
麻
を
ｂ
ａ
と
讀
み
、

茅
を
ｂ
ａ
ｕ
と
讀
む
。
毛
は
閩
南
の
大
部
分
の
地
域
で
ｍ
音
に
屬
す
る

が
、
漳
浦
で
ｂ
ｎ
ｇ
、
北
寄
り
の
大
田
縣
で
ｂ
ｕ
ｎ
ｇ
と
な
る
。
閩
南
以

外
に
擴
げ
れ
ば
福
建
中
部
の
沙
縣
で
ｂ
ｏ
と
な
る
。
明
紐
を
ｂ
と
讀
む
の

は
唐
の
長
安
と
共
通
で
あ
る
が
、
長
安
古
音
の
遺
留
と
は
言
へ
ず
、
た
だ

福
建
口
語
の
古
態
で
あ
る
こ
と
は
間
違
ひ
な
い
。
尾
は
微
紐
に
屬
し
、
閩

南
で
往
往
ｂ
ｕ
ｅ
と
讀
む
の
を
補
證
と
し
て
加
へ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
ら
四
字
は
音
が
相
似
な
が
ら
、
字
義
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。 

 

琉
球
和
語
で
蒲
葵
は
コ
バ
と
も
コ
ボ
ウ
と
も
呼
ば
れ
る
。
琉
球
正
史

「
中
山
世
鑑
」
巻
一
《
琉
球
開
闢
之
事
》
に
よ
れ
ば
、
最
初
の
御
嶽
（
古

琉
球
の
神
社
）
の
第
七
社
は
久
高
島
の
コ
バ
ウ
御
嶽
で
あ
る
が
、
音
は
コ

ボ
ウ
と
同
じ
で
、
蒲
葵
の
森
の
御
嶽
を
意
味
す
る
。 

 

西
暦
十
六
世
紀
以
前
の
古
琉
球
期
、
琉
球
語
は
ま
だ
漢
字
を
常
用
し
な

か
っ
た
。
著
名
な
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
及
び
古
辭
令
書
２
８

が
と
も
に
平

假
名
を
主
と
す
る
こ
と
か
ら
も
一
斑
を
窺
ひ
得
る
。
漢
字
を
書
か
な
い
以

上
、
福
建
と
往
來
す
る
に
は
自
づ
と
福
建
字
音
を
充
て
る
こ
と
と
な
る
。

兄
（
し
ざ
）
を
師
惹
に
作
り
（
「
皇
明
實
録
」
洪
武
十
三
年
十
月
）
、
國

頭
（
く
に
か
み
）
を
呉
宜
堪
彌
に
作
る
（
「
皇
明
實
録
」
洪
武
二
十
九
年

四
月
）
な
ど
多
々
あ
る
。
こ
れ
ら
と
異
な
る
赤
島
、
久
場
島
等
の
《
和

訓
》
書
法
は
晩
い
年
代
の
産
物
で
あ
ら
う
。 

 

黄
字
に
つ
い
て
は
、
等
韻
で
匣
紐
に
屬
し
、
今
の
閩
南
で
一
般
的
に
に

ｈ
ｏ
ｎ
ｇ
と
讀
み
、
コ
バ
の
音
に
合
致
し
な
い
。
し
か
し
日
本
の
古
語
で

《
は
ひ
ふ
へ
ほ
》
は
Ｐ
Ａ
、
Ｐ
Ｉ
、
Ｐ
Ｕ
、
Ｐ
Ｅ
、
Ｐ
Ｏ
と
讀
み
、
早
期

に
は
ま
だ
Ｈ
Ａ
、
Ｈ
Ｉ
、
Ｆ
Ｕ
、
Ｈ
Ｅ
、
Ｈ
Ｏ
に
轉
じ
て
ゐ
な
か
っ
た
。

Ｈ
音
が
無
い
た
め
、
古
人
は
Ｈ
を
Ｋ
と
す
る
こ
と
卑
彌
呼
（
ひ
み
こ
）
の

例
の
通
り
で
あ
っ
た
。
琉
球
は
日
本
の
古
音
Ｐ
を
保
存
し
て
を
り
、
中
世

で
も
Ｐ
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
時
の
人
々
が
福
建
の
Ｈ
音
を
聽
け
ば
Ｋ
音

と
な
り
得
た
だ
ら
う
。
琉
球
通
事
が
コ
ボ
ウ
を
閩
南
音
で
漢
字
に
書
け
ば

字
義
に
合
は
せ
て
黄
毛
と
し
た
か
も
知
れ
な
い
。 

                                        

        

 

２
８ 

古
辭
令
書
の
蒐
集
は
「
辞
令
書
等
古
文
書
調
査
報
告
書
」
に
見
え

る
。
沖
繩
縣
教
育
委
員
會
、
昭
和
五
十
四
（
西
暦
千
九
百
七
十
九
）
年
。 
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し
か
の
み
な
ら
ず
、
凡
そ
匣
紐
は
閩
南
に
於
い
て
書
面
で
Ｈ
と
讀
み
、

口
語
で
Ｋ
と
讀
む
こ
と
、
上
古
の
Ｇ
音
の
遺
留
で
あ
る
。
福
建
以
外
で
は

廣
東
で
繪
を
ク
イ
と
讀
み
、
蘇
浙
で
環
を
グ
エ
と
讀
む
の
は
同
じ
法
則
で

あ
り
、
福
建
で
は
そ
れ
が
特
に
多
い
。 

 

閩
南
口
語
で
匣
紐
を
Ｋ
に
讀
む
の
は
左
の
通
り
。
括
弧
内
は
韻
圖
の
等

第
で
あ
る
。 

 

閩
南
多
地
域
で
、 

寒
汗
（
一
等
）
〃
カ
ン
、
コ
ア
ン
。 

 

含
（
一
等
）
〃
カ
ム
、
コ
ア
ン
。 

 

厚
侯
猴
（
一
等
）
〃
カ
ウ
。 

 

糊
（
一
等
）
〃
コ
〡
。 

環
（
二
等
）
〃
ク
ワ
ン
。 

 

行
（
二
等
）
〃
キ
ャ
ン
。 

 

鹹
（
二
等
）
〃
キ
ャ
ム
。 

縣
懸
（
四
等
）
〃
ク
イ
ン
、
ク
ワ
ン
。 

 
 

 

漳
浦
で
、 

下
（
二
等
）
〃
ケ
〡
。 

 

 

厦
門
で
、 

號
（
一
等
）
〃
コ
〡
。 

 

繪
（
一
等
）
〃
ク
エ
。 

 

懷
（
二
等
）
〃
ク
イ
。 

 

 

こ
れ
ら
の
字
は
等
韻
の
開
合
一
二
四
等
に
遍
く
分
布
し
、
三
等
も
群
紐

に
入
っ
て
Ｋ
と
な
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
よ
っ
て
匣
紐
は
閩
南
で
全
て
歴

史
上
で
Ｋ
音
に
讀
ま
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
言
へ
る
。
そ
の
う
へ
字
源
の
聲

符
が
一
致
し
得
る
還
・
旱
等
も
、
今
音
を
Ｋ
と
讀
ま
ぬ
も
の
の
Ｋ
に
類
推

で
き
る
。 

 

こ
の
規
則
性
に
も
と
づ
け
ば
、
黄
字
も
閩
南
の
歴
史
上
で
ｋ
ｏ
ｎ
ｇ
と

讀
ま
れ
た
こ
と
が
あ
る
筈
と
な
る
。
黄
と
共
通
の
聲
符
及
び
聲
紐
を
有
す

る
字
と
し
て
は
《
擴
》
が
あ
り
、
閩
南
で
こ
れ
を
Ｋ
と
讀
む
例
は
無
い
も

の
の
、
閩
北
の
建
甌
（
舊
建
寧
府
）
で
ク
ワ
ン
の
次
清
と
な
る
。
さ
ら
に

潮
州
・
廣
州
で
擴
字
は
そ
れ
ぞ
れ
《
ク
ワ
ン
》
《
コ
ン
》
の
次
清
と
な
る

の
も
參
照
し
て
良
い
だ
ら
う
。
さ
れ
ば
六
百
年
前
に
閩
南
人
が
黄
毛
を
コ

ン
ボ
ウ
と
讀
ん
で
琉
球
の
コ
ボ
ウ
に
近
似
し
て
ゐ
た
と
し
て
も
、
あ
な
が

ち
誤
り
で
は
な
か
ら
う
。 

  

（
上
篇
終
） 


